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•  分子シミュレーションによりエネルギーの流れを 1 原子ス
ケール以下の解像度で可視化する方法を開発して、機能性流
体や機能性界面に適用し、流体の熱伝導率を向上あるいは界
面熱抵抗を低減するためのメカニズムを解明。

• 分子シミュレーションによりエネルギーの流れを高時空間分
解して可視化する方法を用いて、凝縮・凝固・蒸発・沸騰な
どの相変化現象を数値解析し、表面性状と界面における熱輸
送との関係を解明。

• 分子シミュレーションを用いた触媒ナノ粒子への熱的影響評
価や半導体デバイス洗浄過程の解析を実施。

環境・エネルギー分野、省エネルギー技術、半導体製造技術

シミュレーションを活用した
界面エネルギー輸送現象の解明と制御
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•  狭隘な隙間の流れにおいて発生する潤滑作用は、隙間の周辺
だけでなく広範囲に影響を及ぼすことがある（例 : 空気中の
微小水滴の衝突による積乱雲の発達、血管内の物質輸送）。

• 狭隘路の流れは実験による計測が困難で数値計算コストも大
きいが、狭い流路から広い流路まで対象とする潤滑理論を構
築し、流路壁面上の低次元圧力情報から壁垂直方向の圧力情
報を回復するアイデアを実現した。

• 潤滑が支配的な流れにおける熱・物質輸送現象へ応用した。

• 広い範疇の問題へ適用可能な一般性を備えた理論・数値解法
の構築を目指す。

流体工学分野、バイオメカニクス

狭隘流路における潤滑圧駆動の熱・物質輸送現象
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